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   The gender gap index published by the World Economic Forum in March 2021 ranks 120 and from 
an international perspective, gender challenges are seen as severe among OECD member countries 
(World Economic Forum, 2021). Thus, from an international perspective, women’s low political 

participation and low wages due to gender differences are problematic. This study uses a literature 
review and a cascade model to analyse how the situation of women’s political participation before the 

Great East Japan Earthquake in the disaster-affected areas influenced the status of women after the 
disaster. The study is aimed at understanding how the pre-disaster situation affected the disasters 
outcomes rather than focusing solely on the damage after the disaster. This research will aid in 

understanding pre-disaster gender issues in disaster-affected areas and developing disaster mitigation 
responses from a gender perspective. 

Keywords: Keywords: gender, disaster, disaster management, cascade model, the Great East Japan Earthquake 

１．はじめに 

(1) ジェンダーと災害

ワールドエコノミックフォーラムが2021年3月に公表し

たジェンダーギャップ指数において日本は世界の中で120

位と低位であり1)、女性の政治参画の低さや賃金の男女

差などが日本の課題となっている。本研究では文献調査

とカスケードモデルを用いて、東日本大震災の被災地の

ジェンダーの問題が、どのように災害被害へ影響を与え

たのかについて分析を行う。発災時の状況のみに着目す

るのではなく、発災前の問題がどのように災害被害に影

響を与えたのかについて理解を深める。 

東日本大震災では、地震発生後、津波到達まで数十分

間程度の猶予があったにもかかわらず、適切な避難が行

われなかった事例が少なくない。避難行動には文化や地

域の影響があり、例えばバングラデシュでは、女性は男

性と比較して宗教上動きずらい服装であったため多くの

女性が犠牲となった事例が調査されている 2). 

東日本大震災の場合は、証言集などから、津波で命を

落とした女性たちの中には、日常的に要介護の家族の世

話をしており、そのために地震発生後すぐに避難するこ

とができなかった事例があったことが明らかになってい

る 3)。 

Cutter は、社会的背景や脆弱性の研究で時間と空間、

そして分野を超え本質的で関連性のあるつながりを理解

するには、コミュニティベースの事象の調査が必要であ

り、社会的不平等を減らすことで地域の脆弱性を軽減で

きる、と述べている 4)。ジェンダーに関する社会的脆弱

性と災害との関連を理解するためには経済、政治など多

面的で長期的な視点でのアプローチを行うことが必要で

ある。

(2) カスケードモデル

Alexander5)によれば、連鎖型災害には、1）原因（一

次災害、二次災害など）、2）結果、3）エスカレーショ

ンポイント（その発生・失敗が一次災害が示唆するより

もはるかに大きな影響を引き起こす重要な分岐点）の 3

つの主要な要素がある。

東日本大震災は地震、津波によって引き起こされた大

規模な連鎖型災害であるが、災害の影響は複雑で相互依

存性があり、地域に潜在する脆弱性にも左右される 6)。

長期化する被災地の災害被害へ対処するには、一次災

害・二次災害だけでなく根本的な原因も考慮する必要が

あり 7)、災害の影響がどのように広がり、拡大するかを

理解することが、災害被害や混乱の程度を軽減すること

を可能とする 8)。相互依存性をモデル化するシナリオの

構築は、このプロセスを助け、災害軽減と対応のための

訓練と演習の開発を支援することができる 9)。防潮堤や

耐震性の高い住居の施工、高台への移転といった構造的

な対策は、ある一定の期間において津波のリスクを減ら

すことができるが、連鎖災害の研究は、他の対策も必要

であることを示している。そのため、被災地域住民の年

齢、性別、その他の社会的脆弱性の要因を含む特性を理

解した防災・減災に対する意識を高める必要がある 10)。 

実用的な減災のためには、異なる視点からの科学的な

調査や知識の統合が必要である。例えば工学的視点での

建物被害だけでなく、社会・地域社会への影響を考慮し

た社会学的な視点での被害の調査も必要である 11)。本研

究では、東日本大震災の津波災害がどのように連鎖的な

災害（カスケード）を引き起こすかについてジェンダー

の視点で考察する。具体的にはエスカレーションポイン

トの分析に基づき、東日本大震災の被災地の女性が受け

た震災後の長期的な影響について検討する。このカスケ

東日本大震災特別論文集 No.11, 2022.8

- 19 -



ードモデルの適用を通じて、連鎖的な事象によって引き

起こされる潜在的な被害の規模と範囲に対して理解を深

めるとともに、より多くの人がジェンダーの視点でエス

カレーションポイントを理解することが連鎖的な影響を

軽減することにつながる可能性がある。日本の防災・減

災計画を改善するために、災害とジェンダーの社会的課

題を皆で共有することの一助として、既存の社会的脆弱

性を理解する必要がある。

本研究では、発災時やその後の被災地の女性の現状を

俯瞰的に理解するために、女性の雇用問題であるアンペ

イドワークに焦点をあて、さらにカスケードモデルを用

いて東日本大震災で顕在化した災害時のジェンダーの課

題について説明を行う。

２．ジェンダーの不平等 

(1) ジェンダーの不平等とアンペイドワーク

日本の雇用条件は結婚後の女性に不利なことが多いた

め、女性が高齢の夫の家族の介護や家事を 1 人で引き受

けなければならない状況も招いている。OECD のデータか

らみた日本のアンペイドワークの状況から見ると日本人

女性が介護に関わる時間が男性より多いことが明らかに

なっている（図１）。 

セイヤーは、米国の景気低迷により女性の社会進出が

始まった 1960 年代から 2000 年までの無報酬労働に注目

した。その結果、少子高齢化により、アンペイドワーク

が女性にとって負担になっていることが明らかになった。

1960 年代には、アンペイドワークは家事や子供の世話で

あったが、2000 年代には女性が介護を担うことも求めら

れている 12)。そのため、多くの女性が無報酬の介護労働

に従事し、精神的に追い詰められている 13)。 

上野は、日本の家父長制へ着目し、現在のような少子

高齢化社会では、女性が夫の両親の介護をしても労働の

対価が支払われないこと、女性の負担が増大しているこ

とについて言及した。高齢者の介護費用が高騰している

現状では女性のアンペイドで行われる家事や介護の負担

がより重くなっていることが明らかになっている 14）。 

日本のジェンダーと災害研究では災害によって命を落

とす女性が男性と比較して多いことや、発災後自宅や避

難所、仮設住宅で女性が近所の人、近親者や同居人によ

る DV やハラスメントなどを受けて困難な状況に置かれた

ことなどが調査されてきた 15)16)(浅野・正井)。これらの

調査の中では女性が発災後避難所活動などのアンペイド

ワークに従事し疲労していることや、発災前の女性の置

かれていた環境が発災後も女性の困難な状況との間に影

響を与えているという調査結果も得られている。

図１ 介護に関わる人の男女別の時間 

（出所：内閣府男女共同参画局） 

ジェンダー不平等は災害などの緊急時に深刻な問題と

して顕在化しやすいとされている 17)。災害時に介護をし

ている人が避難できず、被災者となることなども事例と

して挙げられる。 

内閣府が行った津波と避難に関するアンケートを行っ

た結果から発災時に女性が介護や家の片付けなどのため

に避難を躊躇したり、直ちに避難できなかったなど、ア

ンペイドワークの家事が災害時に女性をより危険にする

可能性があると認められている。アンペイドワークにお

けるジェンダーの差異は、震災時に女性の命を奪う要因

のひとつとなる。

さらに東日本大震災発災直後は、女性が避難所運営等

でアンペイドワークの仕事を強いられた事例や避難所で

ハラスメント被害にあった事例が確認されており。発災

後の女性の状況を十分に理解することが重要である。

ジェンダー不平等に関する議論では、女性のアンペイ

ドワークに関する研究が多く議論されているが、具体的

な解決策は示されていない。さらに、災害時に女性の災

害前のアンペイドワーク家事に相当する避難所での掃除、

食事の支度等がそのように女性の精神状況や身体的影響

を与えるのかについて行われた研究も未だ少ない。 

(2) 女性の政治参画

女性の社会参画に関しては、例えば気候変動対策の事

例について、社会的脆弱性と気候変動の影響、温室効果

ガス排出の意思決定に関するジェンダーの影響、気候ガ

バナンスにおけるジェンダーの不平等などが調査されて

おり、国際的にはジェンダーの平等な社会参画は気候変

動に関連した社会変容の不可欠な特徴であるということ

が理解されている 18)

しかし、日本では女性の政治に参画している度合いが

低く、女性の視点での防災計画や復興計画等が実現が難

しい要因と一つとなっている。 

表１は、2020 年には政治家総数の約 1 割にとどまる日

本の女性の政治参加状況を示したものである。2020 年、

日本の政治家に占める女性の割合は約 10%にとどまって

いる。まず、男女の役割分担により、女性は家事をし、

家庭に属するものだと子供の頃から教えられており、そ

れが多くの女性の政治参加をすることへの心理的苦痛と

なっていることや家事分担が大きいため、政治に関心を

持つ時間がない。さらに表 2 の通り、東日本大震災後の

防災計画への女性の参画は 10％程度である。よりよい社

会を構築するためには、議論の中に女性も参加し、雇用

状況、防災計画など改善を具現化するために、日本の女

性が政治参画しやすい状況を作ることが必要である。 

表１ 女性議員の比率 

（出所：内閣府男女共同参画局） 
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図２ 女性の防災計画参画状況 

（出所：内閣府男女共同参画局） 

(3) コミュニティを中心とした復興計画

コミュニティ活動への女性の関与については、婦人会

が行っている地域活動は、公民館活動と地域のお祭り等

の娯楽に関する行事が多く、コミュニティによる東日本

大震災の復興計画への女性の参画が少ない。被災直後の

混乱の中、多くの女性は避難所運営で多忙であり、土地

計画説明会などへの参加が困難であったとの事例もある。 

一例として、東日本大震災で遊具のある公園が失われ

た地域において、震災から 7 年後に被災地の母親たちが

行政に対して、子どものための遊具のある公園の設置を

求めたが実現しなかった。現在に至るまでこの地域には

そのような公園がなく、子育て世帯は公園で遊ぶために

隣の地域まで車で移動している。これは、この女性の政

治参画が少ないために子育てのニーズに対する行政の理

解が欠如した可能性も考えられる。 

コミュニティ主導でレジリエンスの高いまちづくりや

防災計画を行うためには、女性の活発な政治参画が必要

である。

(4) 東日本大震災被災地の社会的な女性の役割

被災地域では、震災前から女性が地域の政治活動へ関

わる機会が少なかった。指導的立場で活躍した女性の記

録には 1970 年代前後の女性たちが経験した不平等につい

て記されている 19)。その地域のジェンダーの不平等や歴

史的背景について、次の 3 点を読み取ることができた。 

1. 昭和初期、漁業や農業に従事する女性は、妊娠中や産

後に十分な栄養や休養がとれず、母子ともに産後健康

状態の悪化することが多かった。

2. 漁業を主な生業とする地域では、男性が資産を管理し、

家計を漁業に依存していたため、貧困に陥りやすかっ

た。

3. 女性には地域の政治的な意思決定権が少なく、地域の

重要な会議に参加しても、証言はせず、お茶を用意す

る程度であった。

震災前から存在する男性優位のヒエラルキーは、震災

後においても、防災計画への女性の参画の度合いが低い

ことなどにいまだに残っている。 

３．ジェンダー視点での東日本大震災カスケード 

東日本大震災発災から復興の過程の状況をジェンダー

の視点でカスケードモデルへ適用（図３）したことによ

って得られた知見について説明を行う。 

被災地のジェンダーの問題の影響が長期化するエスカ

レーションポイントとして、発災前の日本社会に潜在し

ていた少子化や女性の雇用に対する体制、そして女性の

政治参画が低いなどのジェンダーの不平等がみられた。

東日本大震災による地震や津波により女性のジェンダ

ーの不均等が避難行動へ影響を及ぼした。まず停電によ

り電話、テレビ、ラジオなどの通信手段が失われた。そ

のため女性は地震後仕事場から自宅へ戻り、子供や高齢

な両親の安否確認のため車を使用した。東日本大震災の

被災地の多くは公共交通機関が発達していなかったため、

多くの住民が車で避難した。道の幅が狭かったことや、

0 10 20 30 40

田之畑

釜石

山田

譜代

山元

七ヶ浜

石巻

女性の参画率 女性の数 男性の数

図３ ジェンダー視点での東日本大震災のカスケードモデル図 

(出所：著者作成) 
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電源消失により信号機が機能していなかったことからエ

スカレーションポイントとなった渋滞が発生した。そし

て津波により発生した瓦礫が発火し、津波で流された車

の燃料へ引火し火災が拡大したと言われている。

発災後の被災地域では甚大な建物被害があったために

被災者の多くは避難所生活を送ることとなった。これら

の避難所では震災前に女性が行っていたアンペイドワー

クの家事雑用がそのまま引き継がれた。女性には炊き出

しや掃除などが割り当てられた。このことは、女性が職

を探す時間や機会を奪い、震災後の経済的な悪影響を与

えた。特にシングルマザーの女性などには深刻な影響を

与え、長期的に生活が不安定となる要因となった。さら

に、同様の理由で、多くの女性は震災後のコミュニティ

ベースでのまちづくりを行うためのワークショップなど

への参加が困難であった。そのために震災後のまちづく

りの計画に女性の視点が欠如した地域もあった。また、

災害後の補助金制度について内容を把握していないまま

申請を行い想定外の借入をしてしまい長期的な経済負担

が生じた事例もある。

災害により、突然住居を失ったり、親戚が被災したり

したために、夫の家族や親戚との予期しない同居生活が

始まったこと事例も少なくない。女性の家事や介護の負

担が増えたことが原因で、女性が精神的にも肉体的にも

長期的な健康被害があったことなどが報告されている。 

このように東日本大震災発災前のジェンダーの不平等

が、震災で顕在化し、女性に負の影響を長期的に与えて

いることが理解できる。 

４．まとめ 

本研究ではジェンダーの格差がどのように被災地で長

期的に影響を与えたのかについて、カスケードモデルを

適用することによって検討した。東日本大震災の発災前

のジェンダーの不平等に関する文献調査とインタビュー

データを基礎として、ジェンダーの不平等がどのように

災害の被災地域に長期的な影響を与えているのかについ

てカスケードモデルを適用した。本研究では統計的エビ

デンスによる証明を行っていない点に限界がある。しか

し発災前の状況を理解し、発災によってどのような影響

があったのかについてジェンダーの視点で概観した研究

は少ない。 

本研究の内容を精査するために統計データやインタビ

ュー分析を用いてエスカレーションポイントを分析し、

エスカレーションポイントを回避させるためにはどのよ

うな対応を行うことが望ましいかについて議論を行い実

際に防災計画へ加味することは今後の重要な課題である。
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